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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  複数の走査線と複数のデータ線とが交差するように設けられた液晶パネルと、前記液晶
パネルの走査線を駆動するゲートドライバと、前記液晶パネルのデータ線を駆動するソー
スドライバと、前記ソースドライバに映像信号を出力する映像処理回路と、前記ゲートド
ライバおよび前記ソースドライバに駆動タイミングを与えるタイミングパルス信号を生成
するタイミングコントローラとを備えた液晶表示装置において、
　通常動作モードと前記液晶パネルで表示出力を行わないスタンバイモードとの設定が可
能なモード設定手段を備え、
　前記モード設定手段によりスタンバイモードが設定されると、
　通常動作モードにおいて、前記映像処理回路に供給されるアナログ回路用の動作電圧お
よび制御系の動作電圧と、前記ソースドライバに供給される制御系の動作電圧および前記
液晶パネルを駆動するための動作電圧と、前記ゲートドライバに供給される制御系の動作
電圧および前記液晶パネルを駆動するための動作電圧のうち、前記ソースドライバと前記
ゲートドライバとにそれぞれ供給される前記液晶パネルを駆動するための動作電圧の供給
が停止され、
　且つ、前記タイミングコントローラから前記タイミングパルス信号の出力が停止される
ように構成され、
　前記映像処理回路に供給されるアナログ回路用の動作電圧および制御系の動作電圧と、
前記ソースドライバと前記ゲートドライバにそれぞれ供給される制御系の動作電圧は、そ



(2) JP 4599912 B2 2010.12.15

10

20

30

40

50

れぞれ供給され続けることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、テレビ放送などの映像を液晶パネルに表示出力する液晶表示装置に関し、
待機電力を低減する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置には、一般に、複数の走査線と複数のデータ線とが交差して設けられた液
晶パネルと、液晶パネルの走査線とデータ線をそれぞれ駆動するゲートドライバおよびソ
ースドライバと、映像信号をソースドライバに供給したりゲートドライバとソースドライ
バに駆動タイミングを与えたりする表示制御回路とが設けられている。
【０００３】
　従来、このような液晶表示装置において待機時の消費電力を低減する提案が幾つかなさ
れている。例えば、特許文献１では、ゲートドライバにパワーセーブ設定端子を備え、こ
の端子に電圧Ｖｓｓが印加されることで、走査線を駆動する信号出力が停止される技術が
開示されている。
【０００４】
　また、特許文献２では、外部入力される同期信号を監視して、同期信号が入力されてい
ないときに液晶パネル駆動用の高電圧を生成する回路の動作を停止させることで、待機時
の消費電力の低減を図った技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００１－２７７５０号公報
【特許文献２】特開平１－１７７０７６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　液晶表示装置のゲートドライバやソースドライバは、液晶パネルに駆動電圧を出力する
ほか、駆動電圧を最適なタイミングで出力するべく種々の論理動作が高速で行われている
。従って、液晶パネルの駆動電圧を生成する動作電圧を停止させただけでは、これらの論
理動作は停止されず、その分、無駄な電力消費が生じてしまう。
【０００６】
　この発明の目的は、ソースドライバやゲートドライバに新たな端子や回路を追加するこ
となく、スタンバイ時にこれらの消費電力を低減し、待機電力の少ない液晶表示装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記目的を達成するため、複数の走査線と複数のデータ線とが交差するよう
に設けられた液晶パネルと、前記液晶パネルの走査線を駆動するゲートドライバと、前記
液晶パネルのデータ線を駆動するソースドライバと、前記ソースドライバに映像信号を出
力する映像処理回路と、前記ゲートドライバおよび前記ソースドライバに駆動タイミング
を与えるタイミングパルス信号を生成するタイミングコントローラとを備えた液晶表示装
置において、通常動作モードと前記液晶パネルで表示出力を行わないスタンバイモードと
の設定が可能なモード設定手段を備え、前記モード設定手段によりスタンバイモードが設
定されると、通常動作モードにおいて、前記映像処理回路に供給されるアナログ回路用の
動作電圧および制御系の動作電圧と、前記ソースドライバに供給される制御系の動作電圧
および前記液晶パネルを駆動するための動作電圧と、前記ゲートドライバに供給される制
御系の動作電圧および前記液晶パネルを駆動するための動作電圧のうち、前記ソースドラ
イバと前記ゲートドライバとにそれぞれ供給される前記液晶パネルを駆動するための動作
電圧の供給が停止され、且つ、前記タイミングコントローラから前記タイミングパルス信
号の出力が停止されるように構成され、前記映像処理回路に供給されるアナログ回路用の
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動作電圧および制御系の動作電圧と、前記ソースドライバと前記ゲートドライバにそれぞ
れ供給される制御系の動作電圧は、それぞれ供給され続けるように構成したものである。
【０００８】
　このような手段によれば、スタンバイモードのときに、タイミングコントローラからゲ
ートドライバやソースドライバにタイミングパルス信号が供給されないので、ゲートドラ
イバやソースドライバの制御系の論理動作も停止されることになる。さらに、ゲートドラ
イバやソースドライバの制御系の論理動作を停止させるのに、ゲートドライバやソースド
ライバにスタンバイモード用の制御端子を設ける必要もなく、タイミングコントローラの
出力を停止させるという簡単な構成のみで対応することが出来る。
【発明の効果】
【００１１】
　以上説明したように、本発明に従うと、スタンバイモードのときにソースドライバとゲ
ートドライバの制御系の論理動作も停止され、それにより待機電力の更なる低減を図るこ
とが出来るという効果がある。さらに、この待機電力の低減を簡単な構成で実現すること
が出来るという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の実施の形態の液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【００１４】
　この実施の形態の液晶表示装置１は、横方向に伸びる複数の走査線と縦方向に伸びる複
数のデータ線とがそれぞれ形成された例えばアクティブマトリックス方式の液晶パネル１
１と、走査線を順次駆動していくゲートドライバ１２と、映像データに基づいてデータ線
を駆動するソースドライバ１３と、アナログの映像信号を受けてこれをデジタルのＲＧＢ
信号に変換してソースドライバ１３に供給する映像処理回路やゲートドライバ１２やソー
スドライバ１３に駆動タイミングを与えるタイミングコントローラ１４ａを有した表示制
御回路１４と、各部に動作電圧を供給する電源回路１５と、各部を統括的に制御するマイ
クロコントローラ１６とを備えている。
【００１５】
　マイクロコントローラ１６には、装置の動作モードが設定されるステータスレジスタ（
モード設定手段）１６ｂが設けられている。ステータスレジスタ１６ｂにはモード設定ビ
ットが設けられ、この設定ビットに通常動作モードと表示出力が行われないスタンバイモ
ードとの設定が可能になっている。
【００１６】
　マイクロコントローラ１６は、例えば、外部から入力される映像信号を監視して、この
入力が断たれた場合にモード設定ビットにスタンバイモードの値を設定したり、或いは、
ユーザによる所定の操作が行われた場合にモード設定ビットにスタンバイモードの値を設
定したりする。
【００１７】
　さらに、マイクロコントローラ１６は、モード設定ビットがスタンバイモードの値であ
る場合に、表示制御回路１４と電源回路１５にスタンバイモードであることを示すスタン
バイ信号を出力するようになっている。
【００１８】
　電源回路１５と表示制御回路１４は、それぞれスタンバイ信号が入力される制御端子を
備え、この制御端子の信号に基づいてスタンバイモードのときには、所定の動作電圧の供
給を停止したり、所定の信号出力を停止したりするようになっている。
【００１９】
　図２は、通常動作モードのときとスタンバイモードのときとで各動作電圧の供給状態と
信号出力状態の変化を示す図表である。
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【００２０】
　電源回路１５は、パワーオン時に、アナログの映像処理用の動作電圧Ａ＿３．３Ｖと、
デジタルの映像信号処理用の動作電圧Ｄ＿３．３Ｖと、デジタル制御用の動作電圧Ｄ＿１
．８Ｖとを表示制御回路１４へ供給している。また、ゲートドライバ１２とソースドライ
バ１３へ、制御系の動作電圧Ｐ＿３．３Ｖを、ソースドライバ１３へ、データ線駆動電圧
を生成する電圧１０．８Ｖを、ゲートドライバ１２へ、ゲートＯＮ電圧２５ＶとゲートＯ
ＦＦ電圧－６Ｖを、それぞれ供給している。
【００２１】
　本実施の形態の液晶表示装置１では、これらのうち、スタンバイ信号が入力された場合
には、ソースドライバ１３へのデータ線駆動用の電圧１０．８Ｖとゲートドライバ１２へ
のゲートＯＮ電圧２５ＶとゲートＯＦＦ電圧－６Ｖとの供給が断たれるように構成されて
いる。また、その他の動作電圧の供給は続けられるように構成されている。
【００２２】
　スタンバイモードのときに、制御系の動作電圧をゲートドライバ１２やソースドライバ
１３に供給し続けるのは、スタンバイモードから通常動作モードへ切り換えるときにラッ
チアップ等の問題を生じることなく素早く切り換えることが出来るとともに、動作電圧の
供給があっても制御動作が停止することで消費電力をほとんどゼロにすることが出来るか
らである。
【００２３】
　さらに、本実施の形態の液晶表示装置１では、マイクロコントローラ１６から表示制御
回路１４にスタンバイ信号が入力された場合に、タイミングコントローラ１４ａからゲー
トドライバ１２やソースドライバ１３へ供給されるタイミングパルス信号の出力が停止さ
れるように構成されている。すなわち、タイミングパルス信号の信号線の出力がローレベ
ルに固定される。
【００２４】
　このタイミングパルス信号の出力停止は、タイミングコントローラ１４ａの出力段に信
号出力を遮断可能なトランスファゲート回路を設けて停止させたり、または、タイミング
コントローラ１４ａへの動作クロックの供給、或いは、タイミングコントローラ１４ａの
動作クロックの生成動作を停止することで、タイミングコントローラ１４ａの動作自体を
停止させるように構成しても良い。
【００２５】
　以上のように、この実施の形態の液晶表示装置１によれば、スタンバイモードのときに
タイミングコントローラ１４ａの出力が停止されるので、ゲートドライバ１２やソースド
ライバ１３において制御系の論理動作も停止され待機電力をより低減することが出来る。
【００２６】
　また、スタンバイモードでの低消費電力を図るのに、ゲートドライバ１２やソースドラ
イバ１３に特別な構成は不要であり、所定の動作電圧の供給を断つ構成と、タイミングコ
ントローラ１４ａの出力を停止する構成のみで対応することが出来るので、追加する回路
規模も少なくて済む。
【００２７】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限られるものではなく、様々な変更が可能である。
例えば、上記実施の形態では、タイミングコントローラ１４ａが映像信号処理回路と同一
のチップ上に形成されているが、タイミングコントローラ１４ａと映像信号処理回路とが
別の集積回路となっている場合にも、本発明を同様に適用することが出来る。
【００２８】
　また、スタンバイモードの設定が可能なモード設定手段としてマイクロコントローラ内
のステータスレジスタを例示したが、その他のレジスタや外付けのレジスタ、或いは、モ
ード設定用の信号線によりモード設定手段を構成することも出来る。
【００２９】
　その他、液晶パネルの種類、各種動作電圧の種類、タイミングパルス信号の種類など、
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実施の形態で説明した細部等は発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施の形態の液晶表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】通常動作モードのときとスタンバイモードのときの各動作電圧の供給状態と信号
の出力状態とを示す図表である。
【符号の説明】
【００３１】
　１　　液晶表示装置
　１１　液晶パネル
　１２　ゲートドライバ
　１３　ソースドライバ
　１４　表示制御回路
　１４ａ　タイミングコントローラ
　１５　電源回路
　１６　マイクロコントローラ
　１６ａ　レジスタ

【図１】

【図２】
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